















































































通常知られていることによれば、第二次大戦の開戦当時ユール = エ = ロワ
ール県知事であったムーランは、ドイツとの講和条約が締結された後も占領軍
に協力せず、ヴィシー政府から免職されて、1941 年 9 月にイギリスに亡命し、
ロンドンで、すでに亡命していたドゴール――有名なレジスタンスへの呼びか





する任務を受けて、42 年 1 月、パラシュート降下によって本土に潜入する。
彼はさまざまな困難の末に「レジスタンス国民会議」を成立させるが、その直
前に密告によって（あるいは捉えられた活動家が拷問の下で自白を強いられて
情報が漏れたとも言われるが、詳細は不明）、1943 年 6 月 21 日にゲシュタポ






































































































































































































レ ジ ス タ ン ス
の一体性が最重要の発動装置であるとされる。このようにして、
抵抗運動


























































































































レジス タ ン ス
へとイデア化されることに始まって、ムーランは、非宗教的





































































































( 1 ) 書肆山田刊、2014年 6月。
( 2 ) この光景は、どうしても「ドキュマン」時代のバタイユの論文「足の親指」
を思い出させる。足の親指とは、人間の最下部にあって、どんな還元も許さない
低次の物質であった。
( 3 ) ジャン・ムーランの活動と死については、桜井哲夫『占領下パリの思想家た
ち』、2007年、平凡社新書、pp.178-191に要を得た記述がある。
( 4 ) マルローの演説は「ジャン・ムーランの遺灰のパンテオンへの移送 Transfert
des cendres de Jean Moulin au Panthéon」と題される。出典は André Malraux, Œuvres
Complètes, III, Pléiade, Gallimard, 1996, pp.948-955。この演説の解釈については、
2014 年 5 月 25 日に開催された日本フランス語フランス文学会のワークショップ
「死者の記憶と共同体」での、この演説を主題とする竹内修一氏の発表に示唆を受
けた。
( 5 ) Œuvres complètes de Georges Bataille, t.1, p.372. 以下 OC, I というふうに略記
する。
( 6 ) ミシェル・シュリヤ『G ・バタイユ伝』、西谷他訳、河出書房新社、下巻、
p.13。
( 7 ) 『沈黙の絵画』、宮川淳訳、二見書房、1972 年、に「ゴヤ論」の表題で収録さ
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れている。
( 8 ) 『沈黙の絵画』、前出、151ページ。OC, IX, p.157.




























1946-1996, une encyclopédie de l’esprit moderne, éd de l’IMEC, 2000, p.58.
(20) 前者の引用は、新潮社版ドストエフスキー全集第 9 巻、p.269、後者は第 10
巻、p.110。
(21) ドストエフスキーの上記全集、第 15巻、前者は p.400、後者は p.405。
(22) 『ニーチェの誘惑』収録、1996年、書肆山田、吉田裕訳、pp.79-81。
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